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能ίϛϡχέーγϣϯ研究室
http://ahDlab.naist.jp/

（写真左から）
教授：中ଜ　 s-nakamVra@is.naist.jp
准教授：ਢ౻　ࠀਔ sVdoh@is.naist.jp
ಛ准教授：Sakriani Sakti ssakti@is.naist.jp
客員准教授：٢野　一 koiDhiro@is.naist.jp
ॿ教：ా中　ق hiroki-tan@is.naist.jp
ॿ教：品　ଠ࿕ sei.shinaHawa@is.naist.jp
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研究設備
 ・深学習け(16サーόーシステム（深学習用に��ϊーυ、NVIDIA 

(e'orDe TITAN・NVIDIA (e'orDe (T9����Ti �� (16を備）
 ・Ϗッάデータॲ理システム（�ϊーυ、�.�TBメϞリ、���TBディスクΞϨ

イ、深学習用にNVIDIA Tesla � (16を備
 ・知能ίミϡχέーション研究用生体ܭଌஔ
 ・マϧチϞーμϧίミϡχέーションロϘット

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
ʲ研究業ʳ
https://ahDweb��.naist.jp/DateHorZ/pVbliDation/ 

ʲ共同研究ʳ
ຽؒ企業̑社と共同研究を実ࢪ中

ʲ֎෦ࢿ金ʳ
˙科研費基盤研究（S）「ੈ࣍Ի༁の研究」（ฏ成��度ʙ ��度）
（ද：中ଜ）

˙さきがけ「ੈ࣍ޠݴ生成のための生成จ評価基盤」（ද：ਢ౻ࠀਔ）
˙C3EST「ԾΤージェントによる個ਓద応された情動社会スΩϧの܇࿅」
（ྩݩʙ �度）（ද：中ଜ）

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ಛに、ग़身学෦を੍ݶすることはありません。数学の基本、ίンϐϡータプロάラミンάの経験があれ立ちます。ただ、なにより、
研究に対するඇ常にڧい情と力が重要です。

研究室の指導方針
　自的に、新たな研究課題を発見し、問題のఆࣜ化、データऩू、解決のための方法論の構ங、実験による有ޮ性のূݕ、解ੳを
行い、論จのࣥච、国ࡍ会議でのӳޠでの発ද、౼論、そして、テーマによっては実ࡍにプロトタイプの構ஙとその評価を目ࢦします。
。心を大にし、研究を楽しみ、新たなことに戦しますح

この研究で身につく能力
　Իޠݴ情報ॲ理、自વޠݴॲ理、ೝ知情報ॲ理、ਓ工知能に関する研究を体験し、研究力、それを推進する能力を身につけます。
自ら、研究課題を発見し、先行研究をௐࠪ、解ੳし、新たな方法論を提案し、実験により有ޮ性を発見、そして、国ࡍ会議、国ࡍジϟー
φϧにߘ、プロトタイプを構ஙすることを経験し、本当の研究力をཆ成します。また、企業へのインターン、あるいは、ത࢜後ظ課
ఔではւ֎のトップ研究機関へのཹ学を行い、ੈք的に活躍する研究者をҭ成します。また、企業との共同研究を୲当することで、社
会でٻめられていることがԿかについても学ͼます。

修了生の活躍の場
　मྃ生は、౦大を始めとする大学の教員、そして、NTT、NEC、࢜通、(ooHleɼ'aDebookなどの研究所、研究開発෦門、AI
。のϕンチϟーなど広く活躍していますܥ

ίϛϡχέーγϣϯをࢧԉするଟ༷な技術を実現する

*nGPrNatiPn Science　17 




